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研究成果の概要（和文）：本研究は、構文理論および用法基盤モデルに基づき、言語使用・言語習得のコーパス
データを用いた分析を通して、日本語の条件構文とその周辺に関して、その多義性・多機能性、談話における使
用実態、言語発達における習得、さらに談話・語用標識(化)の諸相を複合的に分析し、理論的かつ実証的に探求
した。非内容的条件文に加え、意味的隣接領域も射程に含め、さらに脱従属化(insubordination)やモダリティ
構文も分析し、構文の体系化や間言語対照分析を展開した。条件構文とその周辺を俯瞰し統合する総説を
Cambridge Handbook of Japanese Linguisticsに執筆し、国際的に発信した。

研究成果の概要（英文）：Taking a usage-based constructional approach, the present research 
investigates conditional constructions and their neighbors, based on analyses of spoken and written 
corpora. It shows the multi-faceted families of conditional constructions which bear significant 
variations in both form and function. Parameters dealt with include: predictive vs. non-predictive 
conditionals, content vs. non-content conditionals, the speaker’s epistemic stance, subjectivity 
and inter-subjectivity, modal conditionals, insubordination of antecedent-only construction, 
variations in conditional markers (clause-linkers) and tense-aspect-modality. By exploring Japanese 
conditionals in cross-linguistic perspective, this research clarifies the rich spread of 
multi-faceted constructions, for those types that reflect cross-linguistic tendencies and for those 
that do not. 
The research has been reported on, in part, in a chapter of the Cambridge Handbook of Japanese 
Linguistics (2018, Hasegawa ed.).

研究分野： 言語学, 意味論, 語用論, 認知言語学, 構文理論, 談話と文法

キーワード： 条件構文　構文理論Construction Grammar　接続構文　談話と文法　話し言葉、書き言葉　語用標識・
語用標識化　談話標識・談話標識化　用法基盤アプローチ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
予測条件文・内容的条件文に加え非内容的条件構文等も分析し、意味においても形式においても、構文の広がり
と多様性の諸相を明らかにした。様々な言語使用のコーパスを用いて、談話における相互行為や動的文法・動的
語用論の視点から、構文の意味や語用論的機能を明らかにした。意味的隣接領域も射程に含めて条件構文を分析
し、さらに脱従属化(insubordination)やモダリティ構文も分析することで、構文の体系化に加え、間言語対照
分析に寄与しうる研究とした。
研究成果を英語で国際的議論へ発信し、国際的学術共同研究に寄与した。また、研究成果を言語教育や言語処
理・AIの基礎研究としても資すため、教育にも還元してきた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 

１． 研究開始当初の背景 
 

[1] 構文理論・用法基盤アプローチに関して 
本研究は、構文理論（Construction Grammar: Fillmore 1988, 1989, Fillmore, Kay & O’Connor 1988, 

Goldberg 1995, Kay & Fillmore 1999, Michaelis & Lambrecht 1996, Östman & Fried 2004, etc.）及び、同様に   
「構文」という概念・単位を軸にする用法基盤モデル（Usage-based Model: Langacker 2000, 
Kemmer & Barlow 2000）における言語観・文法観に基づく。語彙知識と構文知識との連続性を
重視し、言語の規則的な部分と構文項目ごとに個別的・定型的な部分との両者に着目した。
談話の中での文脈・相互行為の中で構文（意味と形式の対）の集合体としての文法を捉え
る。研究代表者は本課題開始までに、自ら行う日英語構文の分析に加え、総説・解説論文
を執筆し、さらに、国際学会や学会シンポジウムでの招待講演(国際構文理論学会;日本認
知言語学会)や、国際学会の企画・運営を行い、国際的連携での研究活動をしてきていた。
その国際的研究文脈・交流の中で、本研究を進めた。 
構文理論・用法基盤アプローチにおける上述の点は、子供の言語獲得でも重要であること
が示されていたが(Tomasello 2001; Goldberg 2006; 藤井 2010) 、それら理論的発展や間言語
的研究を背景に、日本語の複文構文・条件構文を対象にする研究を展開した。 
 
[2] 接続構文—特に条件構文とその周辺—の研究は、哲学・形式意味論・認知意味論・類型論か

ら認知科学・脳科学まで多岐にわたる分野での研究が展開してきていた。本研究代表者は、分
野横断的な学際的研究において研究交流・共同研究・国際学会での共同ワークショップ（例え
ば、2013 “Semantics and Pragmatics of Logical Words at the 19th International Congress of Linguists. 
U of Geneva）を行ってきていた。本研究課題において、学際的研究との研究交流を継続し、知
見を収集し踏まえつつ、条件構文とその周辺の使用と習得の研究を展開した。 

 
 
２．研究の目的 
 

本研究は、構文理論および用法基盤モデルに基づき、言語使用・言語獲得・学習のコーパスデ
ータを用いた分析および実験を通して、日本語の接続構文 —特に条件構文とその周辺— に関し
て、その多義性・多機能性、談話における使用実態、言語発達における習得、さらに語用標識
化・談話標識化の諸相を複合的に分析し、理論的かつ実証的に探求することを主目的とした。 
 
 この全体構想の中で軸とした本研究の具体的目的は、以下四点である： 
目的 1. 接続構文—特に条件構文とその周辺—を分析し解明するための理論的考察を深め、日

本語に加え英語その他の言語の分析や類型論からの知見を背景に深めつつ、コーパス分析
を用いて、日本語の条件構文とその周辺関連構文・拡張構文（譲歩、譲歩条件、時の接続や
モダリティ構文等を含む）を包括的に分析・記述すること。日本語の構文の分析・記述とともに、
その分析・記述の枠組みも明確にし、条件構文の対照研究・類型論の国際的議論・知見構築
に寄与する。 

目的 2. 書き言葉コーパス・話し言葉コーパスを用いた分析および実験を通して、接続構文—特
に条件構文—の多義性・多機能性・多層性を明らかにし、その意味拡張・機能拡張のメカニズ
ムを探求すること。 

目的 3. 目的２のための話し言葉・書き言葉コーパスの分析（特に語用標識化・談話標識化の分
析）において、談話における相互行為とダイナミックな文法使用の視点から分析を展開
するともに、話し言葉・書き言葉の比較やレジスター・ジャンルにも配慮した分析を行い、共
時的変容の様相を浮き彫りにする。同時に、現代語において進行中の語用標識化・談話標識
化を捉えるために、焦点化した問題に関して書き言葉の通時コーパスの分析を行う。話し言葉
に関する同様の目的のためには、会話データ 2015-16 拡張版（Fujii 1995-96, Fujii 2005-06
に続く定点会話収集の３回目）の収集・構築を行う 

目的 4. 条件構文（条件構文を基盤とする語用標識・談話標識を含む）の習得に関する理論的・
実証的研究を、子供の第一言語獲得において展開する。 

 
 
３．研究の方法 
 

  構文理論および用法基盤モデルに基づき、言語使用・言語獲得・学習のコーパスデータ
を用いた分析および談話産出実験を行う。海外当該研究拠点おいて当該分野で先駆的研究
を展開してきている研究者との理論・類型に関しての共同研究や研究交流を進める。これ
らの共同研究・研究交流を継続しつつ、『現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）』（国
立国語研究所）『日本語話し言葉コーパス(CSJ)』『Conversations in Japanese (Fujii 
1995-96)(Fujii 2005-06)』を主に用いて、上記目的１、２、３の研究を進めた。 
とりわけ目的３に関して、『Conversations in Japanese (Fujii 1995-96)(Fujii 2005-06)』

をデータとし、テレビ番組・ニュースの録画データやアカデミック談話・ディスカッション等の



談話も適宜分析に組み込んで、談話における相互行為の視点からダイナミックな文法使用
を分析した。 

Fujii 1995-96, Fujii 2005-06 に続く定点会話収集の３回目 2015-16 期の収集と構を行った。 
目的４は、目的１・２・３の分析に基づいて行った。特に(C)条件前件節のみ、(D)条件構

文基盤のモダリティ複合辞構文、(E)条件構文基盤の談話標識は、目的４の言語発達において
（発達段階とプロセスの解明に寄与しうる）重要な構文として着目して分析した。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、構文理論および用法基盤モデルに基づき、言語使用・言語習得のコーパス
データを用いた分析を通して、日本語の条件構文とその周辺に関して、その多義性・多機
能性、談話における使用実態、言語発達における習得、さらに談話・語用標識(化)の諸相
を複合的に分析し、理論的かつ実証的に探求した。 
 本課題期間中に, the Cambridge Handbook of Japanese Linguistics (Cambridge 
University Press, Y. Hasegawa (ed.)) の文法構文の章として、条件構文に関する総説
Chapter 24 Conditionals を執筆し刊行した (Fujii 2018)。条件構文に関するこの総説に
おいて、条件構文とその周辺の研究に関して俯瞰し統合した。また、言語学および日本語
学研究一般において本課題研究の位置づけや関連づけを行った。さらに、the Cambridge 
Handbook of Japanese Linguistics の分担執筆・自他論文の査読等共同プロセスを通して、
国際的議論の場に、本研究を提示し評価・フィードバックを得ることができた。 
 平行して、話し言葉・書き言葉コーパスや会話データ（Fujii 1995-96, Fujii 2005-06, 
2015-16）を用いた分析において、文脈やレジスター・ジャンルにも配慮した共時的変容
の分析や、談話・相互行為におる条件構文の語用・談話機能の分析を進めた。これらの研
究成果の一部を 、認知言語学会(ICLC)や国際語用論学会(IPrA)や概念構造・談話・言語
学会(Conceptual Structure, Discourse and Language (CSDL))等において発表した。 
 さらに、子供の第一言語獲得における条件構文の習得に関する理論的・実証的研究を進
め、第 10 回国際構文理論学会（2018 年, パリ）において研究発表を行った。複文に加え、
条件構文を基盤とするモダリティ構文や前件節のみが文法化している構文の習得を分析し、
用法依拠・構文依拠の習得過程を新たな仮説に基づき明らかにした。また、国際的議論の
場に本課題の言語獲得研究も提示し評価・フィードバックを得ることができた。 
 
本研究において、以下を含む複合的分析を進めてきた。 
(A) 接続条件構文（内容的条件）： 意味と形式の結びつきを構文群として分析・記述する。その
ための条件構文の類型に関して、理論・先行論文からの知見を広く深く把握し（目的１）、類型
論上の議論を組み込みつつ分析を行う。コーパス分析に基づき、構文と語彙との結びつきを明
確にする分析も行った。 

(B) 接続条件構文（非内容的条件）： (A)同様に、意味と形式の結びつきを構文群として分析・
記述するとともに、語彙と構文との結びつきを明確にする分析を行う。条件文に関する既存の
理論や類型論で掌握することのできない機能や特徴を浮き彫りにし、非内容的条件構文の新
たな類型論を考案・提示した。 

(C) 条件前件節のみの使用と文法化・構文化： Insubordination 理論（Evans2010 等）を踏まえ
てコーパスに基づく分析を行い、 Insubordination 論に関する類型論国際議論に、日本語研
究から逆発信した。 

(D) 条件構文基盤のモダリティ複合辞構文：モダリティ等を表出する複合辞が形成する構文に
関して、参与する語彙とともに分析・記述する。<代表的事例> [〜接続形態素 [評価性述語（評
価的表現）] 例「〜たら[評価述語]」 「〜ないと[否定的評価述語]」、「〜ても[肯定的評価述語]、
「〜ても[否定的評価述語]。 

(E) 談話における談話標識(化)・語用標識(化)の諸相をコーパスを用いて分析した。 
 
成果・意義としては以下の点である。 
[1] 構文理論に基づき、条件構文を、形式と意味・機能とが結び付く複合体・構文として

分析し、狭義の仮定条件・予測条件文に留まらず、非内容的条件構文等も(内容的条件
構文との比較も含め)分析し、意味の観点においても形式の観点においても、構文の広
がりと多様性の諸相を明らかにした。 

[2] 談話における相互行為と動的な文法使用の視点から条件構文の使用を分析することに
より、条件構文の構文化した意味や語用論的意味機能を（相互峻別と共に）明らかにし
た。さらに、条件構文の多機能性や構文拡張や構文化の動機に関して、談話における相
互行為やコンテクストや話者意図等も射程に入れて考察した。  

[3] 条件構文に関する間言語的学術研究への寄与： 意味的隣接領域も射程に含めて条件構
文を分析し、また、形式的にも条件節のみの構文化やモダリティ構文を含む分析した。
これにより、構文の体系化を可能にしたことに加え、間言語対照分析に寄与しうる分析
が提示できた。 



[4] この数年で国立国語研究所を中心に構築されてきた日本語書き言葉の大規模均衡コー
パスや通時コーパスや話し言葉コーパスを用いて、条件構文を新たに体系的に分析した。 

 その分析を通して、条件構文の意味・形式の記述に加え、コーパス自体における短単位・
長単位に関しても、条件構文が関与する短単位・長単位に関して考察することができた。 

[5] 構文・用法依拠アプローチで条件構文の習得を分析し、言語獲得研究における複文の
習得の研究に資すことができた。 

[6] 国際的学究への寄与： [1]-[5]全般に、国際的学術的背景での理論や先行研究を十分に
踏まえ、それら国際的学術背景との連携と保ち鑑みつつ展開し、かつその日本語研究（お
よび日英対照分析）の成果を、国際的知見(理論,分析)を踏まえた日本語の条件構文の実
証的研究成果を、国際学術言語である英語で(日本語を必ずしも理解しない研究者にも
分かるように) 国際的議論へ発信し、国際的学術共同研究に資すことができた。 
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